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日
本
坂
ト
ン
ネ
ル
と
強
制
労
働

　

昭
和
十
六
年
八
月
、
日
本
坂

ト
ン
ネ
ル
の
エ
事
が
開
始
さ
れ
、

焼
津
市
の
野の

秋あ
き

・
吉よ

し

津づ

・
小お

浜ば
ま

に
は
、
労
働
者
の
飯
場
が
建
設

さ
れ
ま
し
た
。
地
元
で
は
東
益

津
青
年
団
な
ど
も
勤
労
奉
仕
と

そ
こ
知
り

志
太物

語
し
て
動
員
さ
れ
ま
し
た
。
掘
削

作
業
の
大
半
は
朝
鮮
人
の
労
働

者
で
、
中
に
は
朝
鮮
半
島
か
ら

の
連
行
者
も
い
ま
し
た
。

　

昭
和
十
八
年
八
月
、
ト
ン
ネ

ル
が
貫
通
し
、
翌
年
九
月
、
三

年
間
で
延
べ
一
〇
〇
万
人
の
作

業
動
員
に
よ
り
、
二
一
七
四
ｍ

の
日
本
坂
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
。

十
月
十
日
、
東
海
道
線
の
用
宗

―
焼
津
間
の
線
路
変
更
工
事
が

終
了
し
、
最
初
の
列
車
が
通
過

し
た
の
で
す
。
空
い
た
旧
ト
ン

ネ
ル
に
は
、
空
襲
で
被
害
を
受

昭
和
十
九
年
完
成
の
日
本
坂
ト
ン
ネ
ル

新
旧
新
幹
線
計
画
と
ト
ン
ネ
ル
の
曲
折

鉄
道
計
画
」
が
議
会
で
承
認
さ

れ
た
の
で
す
。
一
般
に
は
、
弾

丸
の
よ
う
に
早
い
列
車
が
走
る

の
で
「
弾
丸
列
車
計
画
」
と
呼

ば
れ
ま
し
た
。
モ
デ
ル
は
満
鉄

「
あ
じ
あ
号
」
で
し
た
。
こ
の

計
画
は
、
さ
ら
に
拡
大
し
、「
中

央
ア
ジ
ア
横
断
鉄
道
計
画
」
と

し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
で
繋
が
る

も
の
で
し
た
。
ま
ず
、
最
重
点

で
進
め
ら
れ
た
の
が
用
地
買
収

と
長
大
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
工
事

で
し
た
。
現
在
、
新
幹
線
が
利

用
し
て
い
る
日
本
坂
ト
ン
ネ
ル

は
こ
の
時
に
掘
ら
れ
た
も
の
で
す
。

甦
っ
た
新
幹
線
日
本
坂
ト
ン
ネ
ル

　

戦
後
、
新
幹
線
の
建
設
が
六

年
で
行
え
た
の
は
、
戦
前
に
用

地
買
収
と
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
進

ん
で
い
た
か
ら
で
し
た
。
戦
時

中
に
完
成
し
た
の
は
、
日
本
坂

と
京
都
の
東
山
ト
ン
ネ
ル
だ
け

で
し
た
。
戦
前
か
ら
戦
後
に
か

け
て
十
八
年
間
は
東
海
道
線
に

使
用
さ
れ
、
新
幹
線
計
画
に
よ

り
一
年
半
か
け
て
改
修
工
事
を

行
い
、
新
幹
線
が
通
る
ト
ン
ネ

ル
と
な
り
ま
し
た
。（
小
嶋
良
之
）

　

浜
当
目
海
岸
沿
い
に
並

ぶ
墓
地
の
一
角
に
小
さ
な

石
祠
が
あ
り
、
亀
の
御
霊
を

祀
っ
た
お
墓
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
石
祠
か

ら
虚
空
蔵
山
方
面
へ
五
十

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
所
に
も

「
南
無
八
大
龍
王
眷け

ん
ぞ
く属

亀
之

霊
供
養
墓
」
と
刻
ま
れ
た

お
墓
が
建
っ
て
い
ま
す
。

け
た
三
菱
重
工
業
静
岡
発
動
機

製
作
所
が
工
場
疎
開
。
終
戦
後

は
、
静
岡
―
焼
津
間
の
自
動
車

道
路
と
な
り
ま
し
た
。

戦
前
の
新
幹
線
計
画

　

昭
和
十
年
代
、
日
中
戦
争

の
拡
大
に
伴
い
、
鉄
道
の
輸
送

力
増
強
が
急
務
と
な
り
、
昭
和

十
五
年
、
東
京
―
下
関
間
に
新

幹
線
を
建
設
す
る
「
広こ

う

軌き

幹
線

人
を
繋
ぐ バ
ト
ン

志
太

リ
レ
ー

浜
当
目
の
亀
の
お
墓

志
太
新
名
物
探
訪

　

浜
当
目
で
は
、
昭
和
の
頃
ま

で
海
亀
の
産
卵
が
見
ら
れ
た
そ

う
で
、
ま
た
亀
は
海
上
安
全
と

豊
漁
を
祈
念
す
る
存
在
と
し
て

丁
重
に
扱
わ
れ
ま
し
た
。

　

石
祠
の
お
墓
の
傍

か
た
わら

に
は
、
亀

を
象

か
た
ど

っ
た
石
が
あ
り
ま
し
た
が
、

い
つ
の
間
に
か
失
わ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
祀
る
者
が
無
く
な
っ
て

久
し
い
と
の
事
で
す
が
、
そ
れ
で

も
海
の
安
全
を
見
守
る
か
の
よ
う

に
、
海
を
見
つ
め
な
が
ら
静
か
に

鎮
座
し
て
い
ま
す
。

日
本
坂
ト
ン
ネ
ル
と
弾
丸
列
車

大
化
け
の
意
味
と
は

　

大
化
け
教
育
と
い
う
言
葉
は
、

元
静
岡
高
校
校
長
で
静
岡
産
業

大
学
の
教
授
を
さ
れ
て
い
た
野

崎
耕
一
先
生
と
教
育
談
義
を
し

て
い
た
際
に
「
学
生
っ
て
大
化
け

す
る
ん
で
す
よ
ね
」
と
い
わ
れ
た

一
言
か
ら
誕
生
し
ま
し
た
。
そ

こ
か
ら
人
は
偏
差
値
で
測
る
こ

と
が
出
来
な
い
多
様
な
能
力
が

あ
り
、
誰
も
が
大
化
け
で
き
る
、

誰
も
が
個
性
を
伸
ば
せ
ば
、
素

晴
ら
し
い
人
生
を
送
る
こ
と
が

出
来
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
、

大
学
教
育
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て

の
人
た
ち
に
実
践
で
き
る
も
の
に

し
た
い
と
「
大
化
け
の
極
意｣

を
出
版
し
ま
し
た
。

大
化
け
教
育
の
原
点
は
？

　

二
つ
あ
り
ま
す
。
教
育
者
で

も
あ
っ
た
父
の
影
響
で
す
。
父
は
、

学
校
に
収
ま
り
切
れ
な
い
や
ん

ち
ゃ
な
学
生
た
ち
を
家
に
連
れ

て
来
て
面
倒
を
見
て
い
ま
し
た
。

そ
の
時
の
学
生
た
ち
が
、
後
の

大
臣
や
名
経
営
者
と
な
っ
て
い
て
、

自
分
が
教
育
者
に
な
っ
て
か
ら
改

め
て
父
の
偉
大
さ
に
気
が
つ
き
ま

し
た
。
教
育
の
原
点
は
こ
れ
だ

と
。
二
つ
目
は
、
ブ
リ
ジ
ス
ト
ン

の
創
業
者
、
石
橋
正
二
郎
社
長
。

世
の
中
に
ダ
メ
な
人
間
な
ど
い
な

い
、
全
て
の
人
を
活
か
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
理
念
を

社
長
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
し
て
い

た
時
代
に
叩
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

大
化
け
を
実
現
す
る
に
は
？

　

ま
ず
、
褒ほ

め
る
こ
と
で
す
。

褒
め
る
と
人
は
動
き
、
大
化
け

ス
イ
ッ
チ
が
入
る
ん
で
す
。
自
分

の
周
囲
に
い
る
人
た
ち
は
す
べ
て

「
わ
が
師
」
で
す
。
大
化
け
の

ス
イ
ッ
チ
を
押
す
に
は
、
自
分
の

強
み
と
個
性
を
知
る
こ
と
。
そ

し
て
①
大
き
く
考
え
る
②
で
き

な
い
と
考
え
な
い
③
年
齢
を
七

掛
け
、
八
掛
け
で
考
え
る
④
異

分
野
を
体
験
す
る
⑤
常
識
に
と

ら
わ
れ
な
い
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
六
〇
点
主
義
で
実
行

し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

大
化
け
し
た
い
人
、
子
供
を

大
化
け
さ
せ
た
い
人
、
教
育
者
、

指
導
的
立
場
の
人
、
経
営
や
地

域
に
携
わ
る
人
た
ち
に
読
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

「
大
化
け
の
極
意
」出
版

褒
め
る
こ
と
で
ス
イ
ッ
チ
が
入
る

大
坪
　
檀ま

ゆ
み

静
岡
産
業
大
学

総
合
研
究
所
所
長

▲中央アジア横断鉄道計画※

▲新幹線用電気機関車設計図※
※は前間孝則「弾丸列車」より

▲モデルの満鉄あじあ号

▲広軌鉄道敷設の新聞記事

▲日本坂トンネルと新幹線

▲小浜のトンネル取付線路跡
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出店予定のショップでの販売・他
好きな着物が仕事に活かせます　着物着れる方
出店予定のショップでの販売・他
好きな着物が仕事に活かせます　着物着れる方

販売チーフ・着物着付講師大募集！
時給／当社規定により優遇
時間／10：00～18：00　時間は相談に応じます

販売チーフ

40代～70代の女性活躍中40代～70代の女性活躍中
時給／時給1000円
時間／10：00～17：00の間で1レッスン2時間～
　　　時間は相談に応じます

着物着付講師

女性ばかりのキレイで明るく楽しい雰囲気の職場です♪着物の好きな方大歓迎

❖ 資格　着物着られる方 ❖

着付器具等の購入義務は一切ございません。

手軽に！楽しく！！やさしく！！！
わかりやすくお教えします！！

500円×15回=7,500円

授業はお好きな曜日・場所を
選べます。（夜の教室も可）
授業はお好きな曜日・場所を
選べます。（夜の教室も可）

島田月坂地区・藤枝瀬古地区・焼津教室・
出張教室あります。お好きな教室で！！

授業料
1回

わかりやすくお教えします

５００円
問い合わせ
殺到

問い合わせ
殺到

同時
募集
同時
募集

① 10：00～12：00
② 13：00～15：00
③ 相談に応じます。

応募／電話連絡の上、
　　　履歴書（写貼）
　　　持参ください。

お教室の時間、曜日につきましてはお気軽にお電話ください。

静岡県焼津市西小川2-7-8

054-628-0181 http：//www.tenga.jp/

お問い合わせ・お申し込み

焼津店
焼津
駅

焼津
駅

●石原水産●石原水産

焼津
文化センター
●

焼津
文化センター
●

東京靴●東京靴●

焼津
I・C
焼津
I・C

●郵便局
　本局
●郵便局
　本局焼津神社

●
焼津神社
●

●
柴田
眼科

●
柴田
眼科

ユニクロ
●
ユニクロ
●

GS
●
GS
●

●
ケンタッキー
●
ケンタッキー
●田子重スーパー
　登呂田店
●田子重スーパー
　登呂田店
●三和仏具●三和仏具

●
静清
信用金庫

●
静清
信用金庫

31アイス
●

31アイス
●

●
労金
●
労金

焼津店

1
5
0
号
バ
イ
パ
ス

1
5
0
号
バ
イ
パ
ス

むるぶ100号の歩み

２００８年１０月藤枝版創刊
むるぶが、世に出たのは、８年前。「読む」「見る」「遊ぶ」のコンセプトのか
な部分を組み合わせて、「む・る・ぶ」と命名。新聞購読者のための地域情報
紙として、登場しました。むるぶは、突然発行されたように思えますが、その
創刊までの道のりは、２０年前に遡ります。そして、新聞販売店と印刷会社が
協働して、むるぶを発行するための「有限責任事業組合　志太情報創造ネット」
が２００８年６月に設立され、４か月後の９月２５日、１０月号が藤枝で創刊さ
れたのです。今号では、歴史的な背景と、メイン企画についてご紹介します。

創刊号とその後の変遷

の創刊号になりました。翌月の第２号から
は、現在の形になっています。藤枝版を発
行した時、次の目標は、焼津版の発行でし
た。発行母体の名前を「志太情報創造ネッ
ト」としたのも、そういう思いからでした。
創刊から1年半後の２０１０年４月、焼津
地域の新聞販売店の皆様にも参画して頂
き、８万２０００部の現在の姿となりまし
た。クーポン特集も時々発行しました。

創刊号は、現在の表紙の形とは、全く違
うデザインでした。そうなったのには、理
由がありました。ちょうど駅周辺の開発計
画がスタートする時期と重なり、藤枝が大
きく変貌するイメージ図を表紙に大々的に
扱い、むるぶが藤枝のまちづくりと共に歩
む情報紙であることを訴えたかったので
す。しかし、直前になってイメージ図の公
開ができなくなり、かなりお堅いイメージ

むるぶの創 刊まで物 語

に留まっていました。藤枝全市を対象と
した情報紙を模索していた共立アイコム
と藤枝江𥔎新聞店は、市内すべての販売
店の協力を得て、志太情報創造ネットを
母体としたむるぶを企画。２００８年９月、
｢Yomu４６｣ が終刊となり、翌１０月に
バトンタッチする形で、むるぶ藤枝版が誕
生したのです。発行部数は４万１０００部
でした。

１９９０年、共立アイコムの情報誌『ＫＰ
Ｔニュース』の発展型として、アート情報
紙「ギャラリー」が登場しました。志太地
域から始まり、静岡、浜松、東部と広が
り、全県対象のアート情報紙となりました
が、２００７年10月、終刊となりました。
２００５年新聞購読者を対象に誕生したの
が、藤枝江𥔎新聞店が発行する ｢Yomu
４６｣ です。配布エリアは、藤枝の約半数

見 開き特 集 企 画の曲折

心と身体の健康法、若さを保つ健康法、「生
活に役立つ」では、終活を考える、どうす
る我が家の防災対策、「未知を探る」では、
食品ロス事情、屋号のまち焼津など、領域
は無限ですが、そこ知り物語同様に、1ケ
月に一回の企画でも調査から考えると、長
いものは半年、短いものでも３か月以上前
から取り掛かってやっと記事になるという
のがほとんどです。なので、予定していた
順番が逆転することもしばしばです。

見開きの特集企画も「むるぶ」の大きな特
徴となっています。「地域を知る」というコ
ンセプト以外に、「自分を高める」「健康に
なる」「生活に役立つ」「未知を探る」とい
うコンセプトを基本に企画を考えます。「地
域を知る」では圧倒的に街歩き企画です。
２時間程度で巡れる場所を基本に組み立
てていきます。軽便を辿る、史跡めぐり
など様々です。「自分を高める」では、こ
とばのサプリメント、「健康になる」では、

そこ知り物語こぼ れ 話

は、全く知らないまま暮らしています。藤
枝版の創刊号は「藤枝大祭」、焼津版の開
始号は焼津の水産翁「山口平右衛門」でし
た。創刊して５年間は、かなり意識して人
物を紹介してきました。それは、その人物
を直接知る人々が姿を消しつつあったから
です。人物編に続き、寺院と神社をシリー
ズを始めました。地域と人々を繋ぐ役割を
寺院と神社が担っているからです。

そこ知り物語は、創刊時からの企画です。
ほとんどの地域において元々その土地で
生まれ育った人たちの比率は、半分を切っ
ていて、地域の歴史や文化、伝統を知る
ことなく、住んでいるというのが現実で
す。昔から住んでいる人たちでさえ、地域
のことを知っている人たちは、年々少なく
なっています。特に、郷土を築いてきた先
人のことを知る世代は姿を消し、次の世代

巻頭グルメリポート顛 末

介し、発掘していくためには、無料の記事
掲載がとても大切だと思うからです。グル
メ以外にも、雑貨店や商店街、地域を紹
介することも有り、その時は、「むるぶリ
ポート」となります。過去の企画で人気が
高かったのは、「たい焼き」「おいしい体験」
「おいしいパン屋さん」の３企画です。一
年間の計画を立て、　お店を発掘しながら
記事にしていきます。

グルメリポートも創刊以来の企画です。地
域情報紙に限らず、読者に女性が多いた
め、グルメ企画は、かかせないものです。
むるぶのグルメレポートの特徴は、他の企
画も同様ですが、対象となったお店から
お金を戴かないことです。多くの情報誌は、
グルメの記事を掲載する時、広告と同様に
相応の料金を頂くことが普通です。むるぶ
は、無料です。地域の魅力的なお店を紹

KPTニュース創刊号
1988.1

むるぶ創刊号
2008.10

そこ知り事象編
2008.10

そこ知り人物
編2010.4
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編集長後記

むるぶ公式 HP・むるぶ Facebook

月刊むるぶ編集部
054-635-4651

共立アイコム	 054-635-4651
薮崎新聞店	 054-629-2002	
長倉新聞店	 054-629-1220
塩川新聞舗	 054-629-2055
土井新聞店	 054-622-0632
大井川新聞販売	 054-662-2211

江﨑新聞店	 054-641-0537	
薮崎新聞店・育伸社	 054-641-0053
いけたに新聞店	 054-643-1000
太田新聞店	 054-667-0117

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，記憶に残る今年の出来事は？
６，ご希望のプレゼント券（上記のどれか）
７，100号記念のむるぶの企画案を！

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メールでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、
年代、職業を忘れずにご記入下さい。

３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代
えさせて頂きますのでご了承下さい。

４，アンケートにもお答え下さい。
■先月の答えは 270 でした。
◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1-18-23　㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３５－４５７６
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　12月5日㈪
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ・メール必着

戦前の新幹線計画の名称は？

　〇〇〇〇鉄道計画（漢字4文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAX・メール可）に答えをお書き頂き、
アンケートにもお答え下さい。正解者の中から抽選
で、藤枝シネ・プレーゴの「映画招待券（3D不
可）」、または「焼津笑福の湯ご招待券」をプレゼ
ントします。応募人数によりどれかになります。

*プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情
報は、本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外
で使用することはありません。

映画招待券

ご入浴券

おハガキで応募の方、お名前などを忘れずに！おハガキで応募の方、お名前などを忘れずに！

　むるぶ創刊の話が持ち上がったのは 2007年の暮れ
でした。年初からほぼ半年かけて構想を練り、３ヶ月か
けて記事を作りました。創刊までの検討資料を重ねた
ら10cm 以上ありました。全国のフリーペーパーを調べ
て他に無い個性的なものにしたいと考えました。読者の
皆様のおかげで今があると感じています。（小嶋良之）

広告のご相談お申し込み
054-641-2140
藤枝オリコミピーアール

054-635-4651
共立アイコム 〒426-0041　藤枝市高柳 1丁目18-23（共立アイコム内）

1800円

治しましょう 大変たくさんの
方から

お喜びの声をい
ただいて

おります

ホームページも
ごらん下さい。

旧国道1号線

旧道

杉本モータース
●●東海ガス

●
高
木
種
苗
店

★

藤枝　　
市役所●

藤枝商工
会議所●

●パチンコ

当店

http://honnmachi.com/http://honnmachi.com/
営業時間／AM8:30～PM7:00　定休日／日曜日・祝日
駐車場／隣に4台分、道路を挟んで向かい側に1台ございます。

ほんまち薬局
藤枝市藤枝5-6-35

千歳商店街 ☎054-644-5829



12月の休日緊急医

小児科
・

4日（日） 11日（日） 18日（日） 23日（祝） 25日（日） 29日（木） 30日（金） 31日（土） 4日（日） 11日（日） 18日（日） 23日（祝） 25日（日） 29日（木） 30日（金） 31日（土）

5

5

 ※

通
常
の
診
療
を
行
っ
て
い
る
診
療
所
も
あ
り
ま
す
。

　 

詳
し
く
は
、
直
接
、
各
診
療
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※通常の診療を行って
いる診療所もあります。
　詳しくは、直接、各
診療所にお問い合わせ
ください。

（内）岩田クリニック
（焼津市宗高）
�662･2311
（内）大井医院
（高洲）

�635･2088

高松整形外科
（岡出山三）
�643･2378

（内・小）三倉医院
（五十海四）
�644･1235

（小）すずき小児科医院
（青葉町五）
�636･3360
（内）敬天堂医院
（岡出山一）
�641･1723

敬天堂医院
（岡出山一）
�641･1723

（内）八木医院
（本郷）

�639･0009

（内・小）たきいクリニック
（焼津市相川）
�622･8525

（内）ゆみ内科クリニック
（茶町三）
�641･7700

はまべ整形外科
（上藪田）

�648･1500

（内）西山クリニック
（平島）

�646･3003

（内）錦野クリニック
（青葉町二）
�636･5000
（内）ひろせクリニック
（駅前二）
�641･0689

錦野クリニック
（青葉町二）
�636･5000

（内・小）三輪医院
（岡部町内谷）
�667･3000

（内・小）大岩内科医院
（高岡一）
�636･0018

（内）近藤胃腸科外科
（南新屋）
�641･2625

近藤胃腸科外科
（南新屋）
�641･2625

（内・小）川口内科
（八幡）

�644･3366

西井胃腸科外科
（高柳）

�637･0610
（内）西井胃腸科外科
（高柳）

�637･0610
（内）すぎむらクリニック
（若王子三）
�647･7077

（内・小）菅ヶ谷内科医院
（堀之内）
�641･2903

（内）なお消化器内科クリニック
（高洲一）
�634･1825
（内）高橋医院
（下青島）
�647･0370

秋山医院
（本町三）
�641･6175

（内・小）大持医院
（藤枝五）
�641･0651

やいづ６丁目耳鼻咽喉科
（焼津市焼津六）

�620･6001

森耳鼻咽喉科
（大洲一）
�635･8687

（皮）奥皮フ科医院
（駅前三）
�646･0934

吉田耳鼻咽喉科医院
（焼津市下小田）
�623･1187

小川眼科医院
（本町二）
�641･0160

まつなが耳鼻咽喉科クリニック
（駅前二）
�645･3387

（皮・形）おおたき医院
（高洲）

�631･4167

八楠耳鼻咽喉科
（焼津市八楠四）

�629･5566

滝本歯科口腔外科クリニック
（五十海四）
�647･6600

おおいし歯科医院
（立花二）
�645･2251

はせがわ歯科
（益津下）
�647･2500

徳田歯科医院
（清里一）
�638･3922

岡歯科医院
（大洲四）
�635･5141

井口歯科駅南
（前島三）
�636･7600

あまの耳鼻咽喉科クリニック
（田中三）

�646･3313

やまもと歯科
（東町）

�646･1182

（泌・皮）平井医院
（焼津市上泉）
�622･9070

パール歯科医院
（大東町）
�636･1253

服部歯科医院音羽町診療所
（音羽町三）
�644･2256

緑の森歯科
（岡出山一）
�646･2121

おおはし歯科クリニック
（水守一）
�641･6591


